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（２）雲マスク 

衛星データの購入時の検索においては雲の影響がほとんど無い画像を選択しているが、
一部の衛星データには雲や雲影が含まれている（図 3.6.3）。雲や雲影は解析の誤差要因とな
るため極力衛星データから除外する必要がある。雲マスクの処理は、衛星画像を目視判読す
ることによって雲・雲影範囲のポリゴンを作成し、その雲マスクポリゴンを利用して、雲と
雲影の範囲を衛星データから除外する。この様な処理を雲マスクと呼ぶ。以下、雲マスクの
方法を説明する。 

 
図 3.6.3 衛星データに含まれる雲や雲影の例 

  

雲

雲影
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① 雲や雲影が含まれる衛星データについて、購入範囲のシェープファイルを作る手法と
同じように、雲と雲影がある範囲のポリゴンを手動で作成する（図 3.6.4）。 

② 次に解析範囲ポリゴンと雲マスクポリゴンの両方を QGIS に読みこむ。 

③ QGISのメインメニューにある「ベクタ」の「空間演算ツール」に含まれる「差分」を
クリックすると、「差分」ウィンドウが開く（図 3.6.5）。 

④ 「入力レイヤ」に解析範囲を、「オーバーレイレイヤ」に雲マスクポリゴンを選択し、
「差分」のブラウザボタンをクリックし、差分ポリゴンの保存ディレクトリとファイル
名を設定する（図 3.6.5）。 

⑤ 「実行」ボタンをクリックすると、雲・雲影以外のマスクポリゴンが作成される（図
3.6.5）。なお説明を明確にするため図 3.6.5 では衛星画像などを非表示とした。 

 

図 3.6.4 雲マスクポリゴンの作成 
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図 3.6.5 雲マスクポリゴンの作成 

⑥ 続いて、雲を含む衛星データに雲マスクポリゴンを適用する。まず、QGISメインメニ
ューの「ラスタ」の「抽出」に含まれる「マスクレイヤによる切り抜き」を選択すると、
マスクレイヤによる切り抜きウィンドウが開く（図 3.6.6）。 

⑦ 「入力レイヤ」に雲を含む衛星データ、「マスクレイヤ」に雲マスクポリゴンを選択し、
「この nodata 値を出力バンドに割り当てる」に「0」を入力する（図 3.6.6）。 

⑧ 出力ファイルに雲マスク処理後の衛星データの保存フォルダとファイル名を設定し、
「実行」ボタンをクリックする（図 3.6.6）と雲・雲影が除去された衛星データが作成
できる（図 3.6.7）。 

ブラウザボタン
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図 3.6.6 マスクレイヤによる衛星データの切り抜き 

 
図 3.6.7 雲・雲影除去後の衛星データ 

ブラウザボタン

雲マスクポリゴン
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（３）筆ポリゴンごとの反射率の算出方法 

ここでは筆ポリゴンごとの反射率を算出する方法を説明する。まず、バッファ処理後の筆
ポリゴンデータの属性テーブルに衛星データの必要項目を結合するために、以下の処理を
行う。 

① 日ごとの衛星データ（（２）の雲マスク処理を行った場合は、雲マスク処理後の衛星デ
ータ）とバッファ処理後の筆ポリゴンデータの両方を QGIS に読みこむ（図中では筆
ポリゴンは塗りつぶしなしの白色枠線で表示）（図 3.6.8）。 

② QGISのメニューにある「ツールボックス」ボタンをクリックすると、QGIS 内に「プ
ロセシングツールボックス」が表示される（図 3.6.8）。 

③ ボックス内の「ラスタ解析」に含まれる「ゾーン統計量」をクリックする（図 3.6.8）。 

 

図 3.6.8 ゾーン統計量の起動 

  

ツールボックスボタン
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④ ゾーン統計量ウィンドウが開く。「ラスタレイヤ」に対象となる衛星データを選択し、
「対象バンド」を「バンド 4」（PlanetScopeにおける近赤外域バンドの反射率）に、「出
力するカラム名の接頭辞」に衛星データを識別できる名前（図中では日付）を入力する
（図 3.6.9）。 

⑤ 「計算する統計量」の選択ボタンをクリックすると「複数選択」ウィンドウが開くので、
「中央値」（筆ポリゴンごとの反射率の中央値）のみを選択し、OK ボタンをクリック
する（図 3.6.9）。 

⑥ 最後に「ゾーン統計量」ウィンドウの下にある「実行」ボタンをクリックすると統計処
理が開始される（図 3.6.9）。 

 

図 3.6.9 バッファ後筆ポリゴンのゾーン統計 

選択ボタン

実行前 実行後
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⑦ ④から⑥の処理を期間内全ての衛星データに対し繰り返す。これにより、バッファ処理
後の筆ポリゴンデータの属性テーブルに、衛星データの観測日ごとの反射率の各筆ポ
リゴン内中央値が追加されている（図 3.6.10） 

 
図 3.6.10 衛星データの季節変化が入力されたバッファ後の筆ポリゴンの属性情報 
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【参考】 

衛星データの中には、撮影されていない範囲もある。そこに含まれる筆ポリゴンにゾーン
統計を実行するとデータが無いことを表す「NULL」もしくは「0」が入力される。ただし、
一部でも衛星画像が含まれれば、統計値を算出する（図 3.6.11）。本来であれば一部に衛星
データが含まれない場合は、検討するデータから除外することが望ましいが、処理が煩雑に
なりすぎることと、影響が軽微であるため、そのまま算出結果を採用する。 

 
図 3.6.11 衛星データが欠けた場合のゾーン統計 

以上で筆ポリゴンごとの反射率を算出する処理は完了である。 
  

全域に衛星データあり

一部に衛星データあり

衛星データなし

全域に衛星データあり
一部に衛星データあり
衛星データなし
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３．７ 反射率差分最小値の算出及び耕作・管理地の判定 

この節では、３．６（３）⑦の処理によりバッファ処理後の筆ポリゴンデータの属性テー
ブルに入力された衛星データの観測日ごとの反射率から、差分最小値（観測日ごとの反射率
の差が最も大幅にマイナスになっている数値）を算出し、その差分最小値から耕作・管理さ
れている農用地か否かを分類する方法を説明する。 

（１）属性情報のエクセルへの移動 

差分最小値の算出においては QGIS よりエクセル等のスプレッドシートが簡便であるた
め、属性情報をエクセルにペーストする。 

① 属性ウィンドウの「全てを選択」ボタンをクリックし、「コピー」ボタンをクリックし、
エクセルへペーストする。 

② ペースト直後は一番左の列に GIS 情報があるが、解析には不要のため、列全体を削除
する（図 3.7.1）。 

 
図 3.7.1 属性情報のエクセルへのコピー 
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（２）差分の計算 

① 観測データごとの差分を算出するため、式 3.7.1 に示したエクセルの式を用意し、空い
ている適切な列に配列する。下記の例では 2 列目の筆ポリゴンに対し、C 列と D 列の
差分を計算している。なお、欠測がどちらかにある場合は欠測であることを表す空白が
入力される。 

「=IF(C2="","",IF(D2="","",D2-C2))」 ・・・ 式 3.7.1 

算出した差分の最小値を「min関数」を用いて算出する（図 3.7.2）。 

 
図 3.7.2 バッファ後の筆ポリゴンの差分最小値 
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（３）差分最小値の閾値決定 

算出された差分最小値ごとの筆ポリゴン数（頻度分布図）を図 3.7.3に示す。なお、この
頻度分布図はエクセル 2016のメインメニューにある「挿入」の「グラフ」にある「ヒスト
グラム」で作成することができる。 

全筆ポリゴンの差分最小値はマイナスであり、そのピークは反射率-6～-7%（図中では-
600～-700）にある。別途報告書にあるように、この地区の農用地はすべて耕作されている
ことから、差分最小値がプラスでない限りは耕作・管理されていると考えられるが、耕作・
管理されていない農用地を誤って耕作・管理されている農用地と誤判別することがないよ
う考慮し、-4％（図中では-400）以下の筆ポリゴンを耕作・管理されている農用地、それよ
り大きな差分最小値となった筆ポリゴンを現地確認が必要な農用地として判別する。 

① 現地確認の必要性を区分する次のエクセルの式を用意し、空いている適切な列に配列
する。ここでは差分最小値が BF列にあり、2 行目の筆ポリゴンに対し、現地確認が必
要な農用地を「1」、衛星データのみから耕作・管理されている農用地と判別できた農用
地を「0」として識別している。なお、列のタイトルは仮に「判別結果」としている（図
3.7.4）。 

「=IF(BF2>-400, 1, 0)」 ・・・ 式 3.7.2 

② エクセルで判別した結果をQGISの属性情報に戻すため、耕地の種類、筆ポリゴン ID、
判別結果の列をコピーし、別のエクセルファイルにペースト後、CSV 形式で保存する
（図 3.7.4）。 
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図 3.7.3 差分最小値の頻度分布 

 
図 3.7.4 差分最小値判別結果の CSVファイル 
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（４）判別結果の QGISへの取り込み 

エクセルで判別した結果（CSV ファイル）を QGIS に取り込む手順を説明する。 

① QGISのメインメニューにある「レイヤ」の「レイヤの追加」にある「CSVテキストレ
イヤの追加」をクリックすると、データソースマネージャウィンドウが「CSV テキス
ト」タブが選択された状態で開く（図 3.7.5）。 

② 「ファイル名」のブラウザボタンをクリックし、（３）②で作成した CSVファイルを選
択し、「ファイル形式」は「CSV」を、「ジオメトリ定義」は「ジオメトリなし」を選択
し、「閉じる」をクリックすると、レイヤ欄に CSV ファイル名が追加される。なお、
CSVには筆ポリゴンデータ等のようにGIS情報は含まれていないためQGISの地図に
は何も表示されない（図 3.7.5）。 

 
図 3.7.5 QGISへの判別結果 CSVファイルの読み込み 

ブラウザボタン
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（５）判別結果の属性テーブルへの付加 

バッファ前の筆ポリゴンデータの属性テーブルに判別結果を付加する。反射率の解析に
おいては誤差を極力低減するためにバッファ後の筆ポリゴンデータを利用したが、結果の
表示においてはバッファ前の筆ポリゴンデータが適切であるため、バッファ前の筆ポリゴ
ンデータに判別結果を付加する。 

① レイヤ欄にあるバッファ前の筆ポリゴンデータを右クリックし、コンテキストメニュ
ーからプロパティをクリックする（図 3.7.6）。 

② プロパティウィンドウにある「テーブル結合」タブを開き、「新しい結合の追加」ボタ
ンをクリックすると、「ベクタ結合の追加」ウィンドウが開く（図 3.7.6）。 

③ 「結合レイヤ」に（４）②で取り込んだ CSVファイルを選択し、「結合基準の属性」に
筆ポリゴン IDを、「ターゲット属性」に筆ポリゴン ID を選択する（図 3.7.6）。 

④ 「結合する属性」を展開し、「判別結果」をチェックする（図 3.7.6）。 

⑤ 結果の煩雑を防ぐため、「結合する属性の接頭辞」にチェックを入れ、入力欄は空白と
する（図 3.7.6）。 

⑥ 「OK」ボタンをクリックすると、バッファ前の筆ポリゴンデータの属性テーブルに判
別結果が付加される（図 3.7.7）。 
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図 3.7.6 バッファ前筆ポリゴンの属性に対する判別結果の付加 

新しい結合の追加ボタン
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図 3.7.7 属性情報に付加された判別結果 

（６）判別結果の地図表示 

（５）⑥の処理により筆ポリゴンデータの属性テーブルに付加された耕作・管理地の判別
結果を QGIS に表示する方法を説明する。 

① レイヤ欄から（５）⑥の処理により判別結果が付加された筆ポリゴンデータのプロパテ
ィを開き、「シンボロジ」タブを選択する（図 3.7.8）。 

② 一番上段の選択肢に「カテゴリ値による定義」を選択し、「値」に「判別結果」を選択
した後、下部にある「分類」ボタンをクリックする（図 3.7.8）。 

③ その上部に分類結果として「0」と「1」と「その他」が現れる。「その他」は関係ない
ため選択後、「削除」ボタンで削除する（図 3.7.8）。 

④ 必要に応じて各分類項目のシンボルをクリックし、適切な表現に修正する（図 3.7.8）。 

QGISに表示した判別結果を図 3.7.9に示す。図中では衛星データにより耕作・管理され
ていると判定した農用地を黄色、確認が必要と判定した農用地を赤色で表示している。 
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図 3.7.8 判別結果の表記設定 

 
図 3.7.9 判別結果 

以上で、衛星データの観測日ごとの反射率から差分最小値を算出し、耕作・管理されて
いる農用地か否かを地図上で区分する処理は完了である。 

  

削除ボタン
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３．８ 地図の調整・印刷 

QGIS 上に表示された判別結果を紙や PDF に印刷する。印刷は最大 A0 判まで対応でき
る。なお、印刷のための機材（プリンター等）は別途用意する必要がある。 

① QGISメインメニューの「プロジェクト」にある「新規印刷レイアウト」をクリックす
ると、「印刷レイアウトのタイトルの作成」ウィンドウが開く（図 3.8.1）。 

② 地図の名称（ただし一つの QGIS ファイル内で重複しないこと）を入力し OK をクリ
ックすると。印刷レイアウトウィンドウが表示される（図 3.8.1）。 

 
図 3.8.1 QGIS印刷機能の起動 
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③ 印刷レイアウトウィンドウの地図画面を右クリックし、コンテキストメニューを表示
し、ページのプロパティをクリックすると、ページのアイテムプロパティが表示される。
ページサイズの「サイズ」によって印刷される地図の大きさを調整できる（図 3.8.2）。 

 
図 3.8.2 地図の大きさの設定 

  

地図画面




